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	今回我々は、摂取カロリー是正によるMetS由来の全身性炎症性病態の改善に、脾臓由来液性因子の１つであるIL-10の分泌能が強く関与していることを証明したいと考えている。具体的には、①高脂肪食から通常食に変更することにより、脾臓由来のサイトカイン、特にIL-10の発現が改善する、②高脂肪食から低脂肪食への変更により肥満由来の各臓器の炎症性変化や糖脂質代謝および血圧を改善させるためには、脾臓の機能とくに脾臓由来のIL-10分泌能が保たれていることが重要である、ということを明らかにしたい。今回、“脾臓摘...
	[1]肥満モデル動物の作成：雄野生マウスに高脂肪食を２ヶ月摂取させ、脾臓摘出（脾摘）群と非摘出（非脾摘）群に分ける。また各群を高脂肪食続行（高脂肪食）群と低脂肪食変更（変更食）群に分ける。従って非脾摘高脂肪食群、非脾摘変更食群、脾摘高脂肪食群、脾摘変更食群の4群を作成する。
	[2]脾臓、肝臓、内臓脂肪の評価：

